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1　は　じ　め　に

近年．消費者の良食味指向が一段と強くなって，いわゆ

る良食味品種などの同一品種の作付が多くなってきている。

また，最近の米の輸入問題などを背景として．米の低コ

スト生産が求められている。

そこで，同一品種による低コスト稲作実現のため，苗の

種類・播種量・移植期の組合せによる作期の拡大の可能性

について検討したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）育苗試験　1）試験場所：岩手農試　2）試験年次：

1985－1989年　3）供試品種：あきたこまち，アキヒカリ，

ササミノリ　4）播種期：稚苗4月下旬，中西4月中旬，

成苗4月上旬　5）出芽長（加温出芽）：稚苗lc叫　中西

5Ⅲ叫成苗出芽揃

（2）作期試験　1）ササニシキ：岩手農試県南分乳19

糾～1987年　2）あきたこまち：岩手農試，19舶～1989年

3）たかねみのり：岩手農試，岩手農試県北分場，1985

－1989年

3　拭験結果及び考察

各種播種量と各育苗法により育苗した結果，苗の草丈と

マットの形成状況からみた移植可能な育苗期間は，稚苗が

15～30臥中苗が25－50軋成苗が25～60日であり，播種

量と出芽長を組合せることにより，移植可能な育苗期間は

15～60日間であることが明らかとなった。しかし，育苗期

間が高温の場合草丈が伸長しやすい品種では，老化苗にな

りやすく，移植可能期間がやや短くなる可能性がある。

このような各種の苗を用いて，作期試験を行った結果，

図1及び図2に示すように各品種（ササニシキ・たかねみ

のりのデータ略）とも安全出穂期（出穂後40日間の平年平

均気温積算が，800℃を確保できる日）までに出穂すれば，

収量・品質とも良好であることが確認された。

また，これらの試験結果を用いて，堀江ら■）の発育段階

予測法により移植時斐齢毎の出穂期予測式2）を求めた。こ

蓑t　播種量・育苗日数別苗の特性

宙
播種量

（g／箱 ）

育　 苗　 日　 数 （日）

10 15 20 25 30 35 40 45 50 5 5 60

稚

苗

2 00 △ （⊃ ◎ ◎ 亡］ － － － ー － －

18 0 △ （⊃ ◎ ◎ ◎ ［］ － － － － －

160 × △ ◎ ◎ ◎ ⊂］ － － － － －

中

西

140 × × △ ◎ ◎ ◎ ［］ － － － －

120 ヽ × △ ◎ ◎ ◎ ◎ ⊂］ － ー －

100 × ヽ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ⊂］ － －

80 × × × △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ⊂］ －

成

苗

120 × × △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 口 － －

100 × × × △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ［コ －

8 0 × × × × △ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ⊂】

60 × ヽ ヽ × △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

注．×：苗不良（移植不可能），△：マット苗取り板

が必要，草丈10CⅢ以下，○：マット形成良吼　草丈
10cm以下，◎：マット形成良好，草丈10cm以上，

□：老化乱　移植可能であるが苗質が劣る。
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図2　出穂期と検査等級（1988．1989年）
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図3　苗・移植期別出穂・成熟期例
（本場．あきたこまち）

表2　苗・移植期・品種を組合せた作期拡大の試算例（15hn規模・滝沢・本場）

品　 種　 名 播 種 日

（月 ／日 ）

育　　 苗 移 植 期

（月 ／日 ）

出 穂 期

（月 ／日 ）
刈　　　 取　　　 日

箱　 数 日数

た か ね み の り
4 ／2 3，2 5 各 2 2 0 2 0 5 ．13 ～ 16

8．5 ～　 9
9．19 ・・・－ 2 3

1．5 h q × 5 日 × 7 0 ％ ＝ 5．3 hn4 ／ 10，1 4 〝　7 0 0 4 5 5 ．25 、 3 0

あ き た こ ま ち

4 ／ 12，16 〝　6 0 0 3 5 5 ．17 ・一一 2 4

8 ．5 ～ 13
9．2 4 ～ 1 0．2

1．5 h n × 9 日 × 7 0 ％ ＝ 9 ．5 hG
4 ／ 2． 6 〝　7 8 0 4 5 5 ．17 － 2 4

4 ／ 18．2 0 ” 6 0 0 4 5 5 ．3 1 ～ 6 ．2
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図4　作期拡大図例1（たかねみのり）

の予測式と岩手県メッシュ気候情報システムによる平年値

により，図3に示すような苗，移植期別出穂・成熟期図を

岩手県内の主要稲作地帯について求めた。

更に，表2および図4・5には百・移植期・品種を組合

せた15ha規模の試算を行い，作期拡大の可能性を示した。

4　ま　　と　　め

同一品種による低コスト稲作実施のため，苗の種板・播

種量・移植期の組合せによる作期の拡大の可能性について

検討した。

苗の種類・播種量を組合せることにより，移植可能な育

苗期間は15～60日の長期間であることが明らかとなった。

また、「ササニシキ」・「あきたこまち」・「たかねみの
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図5　作期拡大図例2（あきたこまち）

り」について，水稲発育段階予測法を用いて，平年におけ

る主要稲作地帯の各移植時黄齢ごとの移植早・晩限，刈取

り期間を明らかにし，同一品種の作期拡大の可能性を示

した。
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